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真空 吸引 装置 (以下 ! バ 原木 し いた け ホ ダ 場 (樹種 : ス ギ )| 1) 今回 試験 に お いて 、 バ キュ ー ム 装置 に よる AO 層 の 除去 は 、 含 水 | 1) 今回 試験 を 実施 し た バキ ュー ム 装 置 に よる ホ ダ 場 の AO 層 除 去 は 、 含水 率 が お よそ 
キュ ー ム 装置 」 と いう 。) | を 対象 に バキ ュー ム 装 置 を 用 いた 率 が お よそ 65% の 対象 で バキ ュー ム ホ ー ス 内 部 の 詰まり 等 は 発生 659% の AO 層 を 対象 と し た 場合 で あっ て も 実施 で きる も の と 判断 され た 。 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































原 
木 
レ に ゅ 75mm か ら ゅ 125mm の バ | AO 層 除 去 に よる 効果 と 施工 に 係る せ ず 、 支 障 な く 実 施 で きた 。 (2) 単位 面積 、 深 度 (cm) あたり の 作業 時 間 は 、 除 去 面 積 と 除去 深度 に 比例 し て お 
” キュ ー ム ホー ス (50m) を 接 | 留意 点 等 の 確認 を 行っ た 。 (2) 今回 試験 に お いて 施工 する 作業 員数 は 、 バ キュ ー ム 装置 に よ り 、 バ キュ ー ム 装置 で 0.3 分 /m?/cm、 手 作業 で お よそ 0. 4 分 /m/cm と な っ た 。 
人 森林 除 染 向け | 続 し 、 先 端 部 を 操作 し て 表 る 吸引 作業 、 手 作業 と も 2 名 と し た 。 今回 試験 に お いて は 作業 時 間 に 大 き な 差異 は な か っ た が 、 手 作業 に よる スコ ッ プ 
示 | 真空 吸引 装置 に | 面 の 落葉 層 (以下 「A0 層 」 | く 試 験 施工 手順 > バキ ュー ム 装 置 に よる 除去 作業 、 手 作業 と も 、 作 業 時 間 は 除去 で A0 層 を すく ぐい 取り フレ コン 等 に 投入 する 作業 の 負荷 を 軽減 で きる も の と 推察 さ 
ダ | よる 落葉 層 除 去 | と いう 。) や 残さ を 吸引 す | 1) 可燃 分 分 別 の た め 人 力 に より 深度 に ほぼ 比例 する 結果 で あり 、 単位 面積 (mW) 、 深度 (cm あたり の れ た 。 
場 る 。 大 き な 枝 を 収集 作業 時 間 は 、 除 去 面 積 と 除去 深度 に 比例 し て お り 、 バ キュ ー ム 装 | (3) 表面 線量 率 は 、AO 層 除 去 に より 対照 区 、 試 験 区 と も バラ ツキ は 見 られ た も の の 低 
吸引 物 は ホッ パー 内 に 集 | (2) 可燃 分 分 別 の た め AO 層 の う 置 で 0. 29~0. 30 分 /m*/cm、 手 作業 で お よそ 0.39 て 0.47 分 /m2/cm 下 し た 。 
理 め ら れる 。 ホッパ ペー 内 が 回 ち 表 面 の 新鮮 な 落葉 を 人 力 に よ と な っ た ( 表 1)。 な お 、 表面 線量 率 は 、 表面 の 状態 に 強く 影響 を 受け る こと か ら 、 施工 に あたっ て は 、 表 
Ea 収 物 で 一 杯 に な っ た 際 に り 除去 、 収 集 (3) AO 層 除 去 の 工程 ご と に 表面 線量 率 を 測定 し た と ころ 、A40O 層 除 去 面 の 保全 を 考慮 する 必要 が ある も の と 推 宗 され た 。 
関 は 、 ホ ッ パ ー ゲ ー ト を 開け | (3) 新鮮 な 落葉 を 除去 後 、 人 力 に に より 対照 区 、 試 験 区 と も 試験 区 内 で バラ ツキ は 見 られ た も の の | ⑭ 施工 後 、 表 面 か ら 5cm を 採取 し た 試料 の 放射 性 セン ウム 濃度 を 比較 する と 、 試 験 
る こと に より 回 収 物 は ホッ より 熊手 を 用 いて 設定 する 深度 表面 線量 率 は 低下 し た ( 表 2)。 区 で 放射 性 セン ウム 濃度 が ほぼ 平均 し て 低下 し た こと か ら 、 バ キュ ー ム 装置 を 用 い 
技 パー の 外側 に 被せ た フレ キ で AO 層 の 粗 揺 き を 実施 (4) 施工 後 、 表面 か ら 5cm の 深 さ で 採取 し た 試料 の 放射 性 セン ウム る こと に より 40 層 等 を 効果 的 に 除去 で きる も の と 推 祭 され た 。 
術 シブ ルコ ン テ ナ 内 に 自動 的 | (4) 試験 区 は バキ ュー ム 装 置 に よ | 濃度 を 比較 する と 、 手 作業 で AO 層 除 去 を 行っ た 対照 区 1 、 対 照 区 な お 、 今 回 試験 で は 、 バ キュ ー ム 装置 で は スギ 葉 を 直接 吸引 で き な い こと や 可燃 
m に 収納 され 、 ホ ッ パ ー か ら り AO 層 を 除去 、 対照 区 は 人 力 に 2 で は バラ ツキ が 大 きか っ た が 、 バ キュ ー ム 装置 で A0 層 除 去 を 行 分 を 確実 に 分 離す る た め 、 手 作業 に よる 前 処理 を 行っ た が 、A0O 層 を 確実 に 除去 する 
浴 株 式 会 社 TH I 外れ る 仕組 み と な っ て い より AO 層 を 除去 っ た 試験 区 1 、 試 験 区 2 で は 放射 性 セシウム 濃度 が ほぼ 平均 し て た め 除 去 深度 を 確保 する こと と 合わ せ て 前 処理 が 重要 と 考え られ た 。 
癌 a る 。 (5) 試験 区 、 対 照 区 と も 除去 設定 低下 し た 。 (5) 施工 に あたり 試験 場所 に お いて 粉じん を 確認 し た と ころ 、 放射 性 セシウム は 不 検出 で あ 
除 さま ざま な 森林 内 の 除去 | 深度 を 4cm と 設定 し 、 対照 区 1 | ⑤) 施工 に あたり 試験 場所 に お いて 施工 前 、 施 工 中 の 粉じん を 確認 し た | り 、 今 回 試験 に お いて は 施工 に あたっ て 周辺 環境 に 影響 を 与え な いも の と 考え られ た 。 
去 作業 に 対応 する た め に 、 バ と 試験 区 1 に つい て は 2cmX 2 と ころ 、 放 射 性 セン ウム は 不 検出 で あっ た 。 (6) 当該 技術 は 、 原 木 し いた け ホ ダ 場 を 対象 と し て AO 層 除 去 の 施工 性 向上 を 可能 と する と 
効 キュ ー ム 装置 を フォ ワー ダ 回 、 対 照 区 2 と 試験 区 2 に つい | (6) その 他 、 バ キュ ー ム ホー ス 吸 引 口 に ハン ドル の 設置 等 改良 が 必要 考え られ た 。 
ル F801 に 搭載 する こと が で て は 4cmX 1 回 と し て 実施 し と 考え られ た 。 ま た 、 バ キュ ー ム ホー ス を 延伸 し て 施工 する 際 に は 、 施工 に あたっ て は 、 除去 物 の 搬出 ・ 保 管 等 対応 が 必要 で ある と と も に 、 除 染 電 離 則 等 関 
= きる ( 図 1)。 た 。 中 間 点 等 で 支持 する 補助 者 が 必要 と 考え られ た 。 係 規則 、 法 令 に 則 し て 対応 する 必要 が ある 。 
落葉 層 除 去 に か か 時 間 等 
エ ジ ェ クタ バキ ュー ム 装 置 表 1 ES ーー eg 
テー | 区 画面 積 | 除去 深度 | 作業 時 間 | エニ 含水 率 | 施工 速度 A 
PS の 時 0 DI 7 
(cm) ※1 (kg 現物 ) t( 分 /m2/cm) ※2 
対照 区 1 1 回 目 = 20 92.2 16.0 108 71 165.0 0.36 
2 回 目 5 20 0.6 10.3 72 61 69.9 0.86 
対照 区 1 合計 2 20 2.8 26. 3 180 — 127. 8 0. 47 
a . 9 . ; 
文 験 区 1 1 回目 20 2.0 11.5 8 62 208.7 0.29 
2 回 目 寺 20 1.1 7.3 70 66 180. 8 0.33 
コン フレ ッ サ 試験 区 1 合計 2 20 3.1 18. 8 168 — 197. 9 0. 30 
MP 対照 区 2 3 25 4.3 42.3 450 69 152. 5 0. 39 
試験 区 2 3 25 3.6 26. 0 412 64 207.7 0.29 
※1 : 新鮮 な 落葉 を 除い た AO 層 の 深度 で ある こと ※2 : 単位 面積 、 単 位 深度 当たり の 作業 時 間 t=T/S/d 
図 1 バキ ュー ム 装 置 運用 構成 図 ※ 注 
表 2 AO 層 除 去 前 後 の 表 面 線量 率 単位 : Sv/h 
① ② ③ ④ ⑤⑥ 平均 値 標準 偏差 | 変動 係数 
施工 前 0.040 0.034 0.028 0.026 0.032 0.032 0.0055 0.153 
対 賠 区 1 1 回 目 除去 後 0.030 0.030 0.026 0.030 0.028 0.029 0.0018 0.056 
2 回 目 除去 後 0.022 0.028 0.022 0.030 0.024 0.025 0.0036 0.129 
外 工 前 0.028 0.036 0.022 0.028 0.034 0.030 0.0055 0.168 
試験 区 1 1 回 目 除去 委 0.022 0.030 0.024 0.022 0.032 0.026 0.0047 0.161 
2 回 目 除去 後 0.020 0.022 0.026 0.028 0.030 0.025 0.0041 0.147 
対照 区 2 施工 前 0.036 0.032 0.032 0.034 0.032 0.033 0.0018 0.048 
SW Nr 人 NE 除去 後 0. 022 0.024 | 0.024| 0.026| 0.022 0.024 0.0017 0.063 
選手 に よる 前 処理 か ら 写真 3 バキ ュー ム 装 置 に よる 試験 区 2 施工 前 0.030 | 0.032| 0.038| 0.032| 0.036 0.034 0.0033 0.087 
バキ ュー ム 装 置 に よる AO 層 除 去 AO 層 除 去 ー 除去 後 0.020 0.018 0.030 0.028 0.022 0.024 0.0052 0.196 
測定 方 法 : 試験 区 内 の 5 か 所 ① ひ て ⑤⑥ に つい て 、 そ れ ぞ れ 5 回 ずつ 測定 、 ガ ンマ 線 コ リ メ ー ト 、 表面 か ら お よそ 1cm の 高き 





















































※ 注 : 今回 試験 で は 、 図 1 の フォ ワー ダ は 用 い ず 、 バ キュ ー ム 装置 と コン プレ ッ サ (100HP) を ユニ ッ ク ト ラッ ク に より 運搬 、 設 置 の うえ 、20m の バキ ュー ム ホ ー ス を 使用 し て 実施 し た 。 




















